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The Birth of the Okami
How Newspapers and Magazines Have Described Women in the Inn
This study discusses the image of okami who (i) has a backbone to manage 
inns by themselves, (ii) feasts guests with warm hospitality, and (iii) has a good 
grounding in Japanese traditional culture, especially about causes and processes of 
its establishment, based on newspapers and magazines. In the fields of conventional 
folklore, women tended to be discussed in relation to home and local community. 
However, this study newly set the above-mentioned issues in the view of the women 
image in the society. It was found that the image of “okami” was shaped as a result 
of various situations that Japanese inns faced in each period, and finally was used 
as a strategy to survive intense competition in the field of inn business. The media 





























































































本稿では、まず、2 章で 1980 年代に登場した「女将」像に注目し、この時期の雑誌記事の分
析を通して、今もって続く「女将」像について考察する。続く、3 ～ 5 章においては、2 章で明
らかにした「女将」像を形成する要素について、雑誌・新聞記事を使用し、その歴史的経緯を
論じる。資料として使用するのは、1924 年から 2012 年まで発行されていた旅行雑誌『旅』と、

































7 回、客室内に備えつけられた針箱から女将の細やかさを感じる第 10 回では、女将の行う気配
りについて言及されている。②の描写で特徴的なのが、女性たちを紹介する顔写真のキャプショ
ンの中に記述が登場する点である。第 7 回「そのもてなしは経験 3 年とは思えない」、第 10 回「そ
の細やかな目配りは、宿の隅々までいきわたっている」、第 11 回「本ものの良さをお客様にと心






での接遇と深く結びつけられ、全 23 回中、8 回も登場する。第 1 回、第 24 回では、女将が館内
に飾る花を活けている様子が描かれており、女将の「大切な仕事」として紹介されていた。他に
も、第 2 回では茶の湯と、第 8 回では書道と女将が結び付けられている。また、彼女たちの身の
こなしや振る舞いに、芸事への教養の深さを見る記述も多い。第 4 回は「きびきびした身のこな










































将」という表記で、1880 年代から 1890 年代にかけて登場する。

























る夫の妾を不憫に思い、生活できるよう店を持たせてやったという（1895 年 5 月 11 日読売新聞）。
その他にも、「元来男優りの女にて強を挫き弱を助くる一種の侠客肌あり」と評され、水兵たち
の生活の面倒を見ていた女将（1908 年 6 月 19 日朝日新聞）や、「現政界の凡有る名士殊に故伊
藤桂両公や山県、松方、井上等の元老などの贔屓を受けどんな不機嫌の時でも其の一言でケロリ




































街で　おかみの激励なかったら」（1976 年 12 月 20 日読売新聞）、「現代おんな風土記　旅館のお

























「宿屋研究」は、1925 年 3 月から 12 月にかけて全 11 回にわたり、『旅』に掲載されていた連










待遇」（第 10 回）、「心からの親切」（第 9 回）、「家族的親切味」（第 6 回）であり、「自分の家に




じた「旅館の研究」（1928 年 1 月号）では、最も重要な「待遇」は「その八分迄は女中の如何に





















120 名中 3 名であり、主人や女中、番頭と併記されての登場であった。「主人や女将が不親切な
のが不快」（第 5 回）、「泊まりつけの親切な宿屋では良く徹底（主人主婦の親切心が）していま
して、それは女中さんが心から歓待してくれます」（第 5 回）、「主人か主婦か番頭か女中頭か、
とにかく一人の二つ目が館の内外をすみずみまで見ておかねばならない」（第 8 回）という 3 例
である。しかも、このうち 2 例は、「おかみ」「女将」ではなく「主婦」という語を使用している。
しかし、旅館営業に女将は不在であったのかというと、そうではない。1925 年 1 月・2 月に掲












に協力するため 1943 年 8 月から『旅』は休刊となり、敗戦の後、1946 年 11 月に復刊した。




































この傾向は、1966 年 1 月から 10 月にかけて連載された、女中へのインタビュー記事「女中さ
んナンバーワン」にも見られる。連載に登場するのは、戦後直後の「可哀想な女中」ではなく、
明るく気さくな女中が、仕事に誇りを持ち溌剌と働く姿であった。注目すべきは、女中たちが
「心配りの細かさ」（第 1 回）、「客さんの身になって考える」（第 2 回・第 4 回）、「お客さんにど






































1960 年代から 1970 年代にかけて、様々な宿泊施設について特集が組まれるようになる（15）。
観光産業の発展は、宿泊産業の競争激化をもたらし、旅行客の希望に合わせて宿泊先も選択でき
るようになった。1960 年代には、例えば「ホテルと旅館　5 つの違い」（1963 年）、「特集　日本





























「この宿に佳人ありき」の最終回（1983 年 12 月）で、澤野は連載を振り返り、取材をした 24































































































































































（4） 日本交通公社の推計によると、1980 年時点では 2 億 5500 万人だった旅行者数が、10 年後の
1990 年には 3 億 1200 万人に増加している
（5） 『旅』は 1924 年から 1943 年まで JTB の前身である日本旅行文化協会から、1946 年から 2003 年




通公社の MOOK 一流シリーズ①日本の名旅館』（1981 年）の「伝統守る宿の女将さん」、『旅の




（7） 日本での用例だと、福沢諭吉著の『西洋事情』（1860 ～ 1870 年）のフランスの歴史に関する記
述のなかに「爾後女将の勇義を以て漸く諸城を恢復したれども」という記述がみられる。
（8） 料理店や待合の女性が世帯主として商売をしていることが多いというのは、一般的な認識であっ





（9） 読売新聞は 1920 年代まで「旅館のおかみ」の登場は少なかったが、1930 年代から戦後に多く登
場している。対して、朝日新聞は 1930 年代までの登場は多いが、戦後の登場は 6 件のみと減少
する。
（10） 「井上候の病状「井上の御前は渋い」と馬関の料亭の女将」（1908 年 9 月 17 日読売新聞）で井
上馨と伊藤博文が、1917 年 1 月 30 日「信楽火鉢物語竹内栖鳳画伯と旅館女将の駆引」で竹内
栖鳳・後藤男爵・寺内伯爵が、「京都の五女将聞く者皆凶変を信ぜず」（1909 年 10 月 29 日朝日
新聞）で伊藤博文が、「孫逸仙氏革命の第一人者迎ふる女将の昔語」（1913 年 1 月 31 日朝日新聞）
に孫逸仙が登場する。





（13） こうした経営者の意見は、昭和 30 年代後半以降、高度経済成長が促進されたことを背景に、産
業全体の雇用量が拡大し深刻な人手不足に陥った［木村 2010］ことも理由の一つと考えられる。
従業員不足に陥った経営者たちは雇用条件を見直さなければならなかった。
（14） 1964 年には東海道線の東京大阪間が開通、1970 年に開催される日本万国博覧会に向けて 1968
年にはダイヤ改正が図られ在来線の輸送が強化された。
（15） 1960 年・1963 年にはユースホステルと国民宿舎について、1968 年には国民宿舎と国民休暇村、
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